
第９回 「幼稚園就園準備補助金」ヒアリングの意見集約 
 
 
□ ２歳児特区・就園 

・ ２歳児に対して適切な教育ができるのか、またその必要性も疑問である。 
・ 託児性が強く保護者の負担軽減なら、かえって母子分離を促すことにならないか。 
・ 少子化対策や子育て支援の側面的な支援となる。 
・ ２歳児特区そのものが疑問であり、慎重な検討を要する。 
・ 特区廃止の主旨からも、補助金を支出してまでも就園を支援する必要があるのか。 
・ 就園を希望する世帯では、補助金の有無が必ずしも就園判断の第一義的要件とは

思われない。 
 
 
□ 子育て支援 

・ 子育て中の親の負担軽減であれば、子育て支援施策の充実が必要ではないか。 
・ 子育て支援センターの充実を図るべき。（幼稚園にその機能を） 
・ ２歳児は就園よりも親子一体となった支援が有効ではないか。 

 
 
□ 負担の公平 

・ 支援を充実させることにより、保護者が公平にサービスの提供を受けられる。 
・ ２歳児の入園の意向は少なく、一部の保護者の負担軽減でしかない。 
・ 対象児童数が少なく、家庭で育てる場合との不公平感が生じる。 

 
 
□ 補助の内容 

・ 補助事業とするならば、幼稚園の体制や施設等についても配慮が必要である。 
・ 所得制限を設けた方が良い。 

 
 
□ その他 

・市長の選挙公約により実施することに一定の支持があるものと考える。 


